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こ
こ
香
港
で
は
、
特
別
行
政
区
行
政
長
官
ド
ナ
ル

ド
・
ツ
ァ
ン
氏
の
二
〇
〇
七
年
十
月
に
行
わ
れ
た
施
政

方
針
演
説
に
盛
り
込
ま
れ
た
、
経
済
繁
栄
と
雇
用
機
会

創
出
の
た
め
の
総
額
二
、五
〇
〇
億
香
港
ド
ル
に
及
ぶ

一
〇
大
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
二
〇
〇
九
年
よ

り
順
次
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
〇
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
は
別
に
、
西
港
線
、
觀
塘
延
伸
線
等
の
地
下
鉄

道
網
の
拡
張
、
香
港
政
庁
発
注
の
高
速
道
路
網
の
整
備

等
の
大
型
工
事
も
並
行
し
て
着
工
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
二
〇
一
一
年
の
施
政
方
針
演
説
で
は
、
深
刻
な
住
宅

問
題
の
緩
和
策
と
し
て
、
中
低
所
得
者
向
け
住
宅
取
得

促
進
政
策
の
再
開
を
打
ち
出
し
、
二
〇
一
六
年
よ
り
四

年
間
で
、
合
計
一
七
、〇
〇
〇
戸
の
新
築
公
営
住
宅
を

販
売
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
一
〇
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
含
め
て
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
引
き
続
き
発

注
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
香
港
の
建
設
市
場
は
益
々
活

況
を
呈
し
て
く
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

香
港
地
下
鉄
西
港
線
は
、
既
設
港
島
線
の
終
点
駅
で

あ
る
シ
ョ
ン
ワ
ン
駅
か
ら
、
香
港
島
西
地
区
の
市
街
地

で
あ
る
ケ
ネ
デ
ィ
ー
タ
ウ
ン
ま
で
の
、
総
延
長
約
三
・

三
㌔
㍍
の
新
設
三
駅
を
含
む
地
下
鉄
延
伸
線
で
す
。
こ

の
地
下
鉄
新
線
は
、
こ
れ
ま
で
大
量
輸
送
交
通
機
関
が

は
じ
め
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

無
い
た
め
に
発
展
が
制
約
さ
れ
て
き
た
香
港
島
西
地
区

の
再
開
発
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
近
隣
住
民
の

交
通
利
便
性
の
向
上
、
交
通
渋
滞
の
解
消
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
要
工
事
は
二
〇
一
〇

年
か
ら
順
次
発
注
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
四
年
の
開
業

を
目
指
し
て
工
事
は
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

西
港
線
土
木
工
事
は
、
主
要
三
工
区
に
分
割
し
て
発

注
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
社
は
地
元
大
手
建
設
会
社
の
金

門
建
築
と
の
共
同
企
業
体
（
当
社
の
持
ち
分
比
率
は

五
〇
％
）
で
、
西
港
線
の
中
工
区
と
な
る
工
区
延
長

一
・
六
㌔
㍍
の
七
〇
四
工
区
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
当

工
区
の
主
要
工
事
に
は
二
つ
の
新
設
地
下
空
洞
駅
舎

（
内
装
工
事
を
含
む
）、
地
下
鉄
本
線
（
単
線
ト
ン
ネ
ル

上
下
線
）、
乗
客
連
絡
地
下
道
お
よ
び
換
気
横
坑
、
工
事

用
連
絡
横
坑
な
ど
を
含
め
て
約
五
・
七
㌔
㍍
に
及
ぶ
ト

ン
ネ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
建
設
お
よ
び
八
カ
所
の
乗

客
出
入
口
の
建
設
が
含
ま
れ
ま
す
。
当
該
地
質
は
、
概

ね
良
好
で
堅
固
（
一
軸
圧
縮
強
度
約
二
〇
〇
㍋
パ
ス
カ

ル
）
な
花
崗
岩
が
主
体
で
、
工
区
西
側
四
〇
〇
㍍
部
分

工
事
所
見

に
凝
灰
岩
が
出
現
し
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
は
発
破

掘
削
に
よ
る
ナ
ト
ム
工
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
発
破

に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
事
当
該
地
区
が
市
街
地
、
住
宅

密
集
地
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
時
間
制
限
、
振
動
規
制

を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
一
部
の
土

砂
地
山
区
間
で
は
、
凍
結
工
法
（
凍
結
区
間
一
〇
〇
㍍
）

を
採
用
す
る
予
定
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
支
保
の
設
計
は
、

香
港
で
標
準
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
Ｑ
値
に
よ
る
岩
盤

評
価
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
大
断
面
と
な
る
駅

舎
部
（
掘
削
断
面
積
約
三
五
〇
平
方
㍍
）
に
お
い
て
は
、

個
別
要
素
法
に
基
づ
く
岩
盤
の
不
連
続
体
解
析
を
採
用

し
、
岩
盤
の
挙
動
解
析
お
よ
び
支
保
効
果
の
検
証
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
有
限
要
素
法
解
析
、
浸
透
流
解

析
を
用
い
て
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
時
の
近
隣
既
設
建
築
物

お
よ
び
地
下
埋
設
管
へ
の
影
響
評
価
を
実
施
し
、
現
場

に
お
け
る
計
測
管
理
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
〇
年
三
月
の
工
事
開
始
以
来
二
六
カ
月
を
経

過
し
、
ト
ン
ネ
ル
は
全
体
掘
削
の
八
〇
％
を
完
了
し
て

い
ま
す
。
ま
た
地
下
鉄
本
線
の
二
次
覆
工
も
開
始
し
、

工
事
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
順
次
、
駅

舎
部
の
構
築
工
事
、
内
装
工
事
を
開
始
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
本
工
事
の
完
成
の
暁
に
は
、
香
港
島
西

地
区
の
住
民
の
交
通
の
足
と
し
て
、
西
港
線
が
活
躍
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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